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東日本大震災初動対応のリアル
ー デジタル防災技術に期待すること －

資料１



１．東日本大震災における指揮の実際

２．国土交通省が伝える教訓

３．デジタル防災技術と運用について

本日お話したいこと
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東日本大震災における指揮の実際
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地震発生からの流れ（国土交通省関係）
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初 動 復 旧 復 興発 災

 人命救助

 道路啓開
「くしの歯作戦」

 地域支援

 応急復旧

 本格復旧

 がれき処理

 除染

 復興事業

防災ヘリ
「みちのく号」

緊急発進



災害対策室（仙台、３／１１ 夜 １９：５３）
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３月１１日 １５:１５

・発災直後に書かれ、地震から３０分後
の午後３時１５分に全職員にマイクで指
示した際の本人手持ちのメモです。

・被害に関する情報収集を急ぐこととあわ
せて、情報の発信について混乱しない
よう窓口の一元化を指示しています。
また、この時点で、被害の程度について
の情報収集に着手していること、4県
にリエゾン（連絡員）を送ったことが書か
れています。

・中程に、防災ヘリ「みちのく号」を仙台
空港から離陸させるために苦悩してい
る跡が残っています。

発災直後（3/11） 職員全員に指示（メモ）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【発表用】111206講演資料_日建連東北支部活動報告会（位置図入り）.ppt　Ｐ４



発災３７分後、仙台空港の専用ヘリ「みちのく号」を離陸させ、ライブ映像を災対室へ。
その間に、仙台空港滑走路が水没して使用不可能に。

▲仙台空港（３月１１日 １６：００頃）

▲福島第一原発

▲東北地方整備局の専用ヘリ
「みちのく号」

ヘリを緊急発進
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３月１１日 １９:００

・２２：００からの国土交通大臣との
テレビ会議での報告の準備として、
１９：００から書き始めたメモです。

・３事務所と１出張所が、津波による浸水
のため連絡が取れないことや、職員の
安否確認も８５％にとどまっていること、
家族の安否確認はほとんど出来ない
様子が、情報が入る都度何度も書き
直されている生々しいものです。

・最後に、大臣への意見具申として、阪神
淡路の地震とは違う津波型であること、
明日からが勝負であり、優先すべきは
自治体への応援と救援ルートの確保
の２つであると進言しています。

発災当日（3/11） 19：00の状況（メモ）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【発表用】111206講演資料_日建連東北支部活動報告会（位置図入り）.ppt　Ｐ６



国土交通大臣とのテレビ会議
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３月１１日 ２３:３３

・国土交通大臣の了解を得て、３月１２
日の対応を指示した命令書です。まず
２３：３３にマイクで全員に指示した後、
配布するために０：１５に書き直した
ものです。

・今回の整備局の初動のポイントである
「救援・輸送ルート」確保と「県・自治体
の応援」という２項目がこの時点ではっ
きりと示されています。

・中程に、「啓開」の文字が初めて示され
ているほか、「業者・機材確保」をどれ
だけやれるかが死命を制すると指示し
ています。また、市町村へのリエゾン
派遣も要員を選抜済と書かれていま
す。

テレビ会議後の指示内容
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【発表用】111206講演資料_日建連東北支部活動報告会（位置図入り）.ppt　Ｐ８



第１ステップ 東北道、国道４号の縦軸ライン確保

第２ステップ 東北道、国道４号からの横軸ラインを確保

3/12： 16本のうち、11ルート啓開
3/15： 15ルート啓開

第３ステップ 3/18： 国道45号、６号の97％啓開（作戦終了）

発災後1日 発災後4日 発災後7日

「くしの歯」作戦
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
津波で大きな被害が想定された沿岸部への進出のために、発災当日に、１６もの「くしの歯型」救援ルートを設定し、啓開作業を実施しています。啓開作業は・第一ステップとして、発災後１日で縦軸ラインを確保しました。・第二ステップとして、縦軸ラインから太平洋沿岸地区へアクセスする東西ルートを　確保すべく、発災翌日には11ルート、3月14日には14ルート、15日には15ルート　　を関係機関と連携して確保しています。・第三ステップとして、太平洋沿岸ルートの啓開をすすめ、3月18日に国道6号、45  号の97％の啓開を終了しました。



津波により災害を受けた岩手県陸前高田市内
りくぜんたかた

陸前高田市

道路啓開
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津波により災害を受けた岩手県陸前高田市内の道路啓開状況

陸前高田市

道路啓開
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りくぜんたかた



○仙台空港など、海岸周辺の広いエリアで浸水。

○排水ポンプ車を集中投入。総排水量 約630万m3。

○仙台空港復旧・再開（4/13）に寄与。

H23.3.13撮
影

H23.3.24撮
影

仙台空港

仙台空港“再生”
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湛水エリア ： 約170ｋ㎡
湛水量 ： 約1億1,200万ｍ3

強制排水量 ： 約5,600万ｍ3
岩
手
県

宮
城
県

福
島
県

排水対策実施箇所

陸前高田市

気仙沼市

石巻市

東松島市

七ヶ浜町

仙台市

名取市

岩沼市

亘理町

新地町

相馬市

山田町

多賀城市

山元町

南相馬市

南三陸町

陸前高田市

気仙沼市

石巻市

東松島市

七ヶ浜町

仙台市

名取市

岩沼市

亘理町

新地町

相馬市

山田町

多賀城市

山元町

南相馬市

南三陸町

（※16市町村、67箇所）

広域排水への全面展開
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排水ポンプ車派遣台数の推移

15



１．ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ （テックフォース・緊急災害対策派遣隊）

２．災害対策機械

３．リエゾン （災害対策現地情報連絡員）

４．支援物資調達

沿岸自治体が大被害を受けたことに対応し、以下の『地域支援』を
実施。

地域支援
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▲TEC-FORCE出陣式（3/13） ▲近畿地方整備局TEC-FORCE

TEC-FORCE（テックフォース・緊急災害対策派遣隊）
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 発災翌日には、他地整から８名の先遣隊が到着。
 ３日目からは、本省の指揮の下、東北地整以外の職員が被災

状況を調査。



TEC-FORCE （緊急災害対策派遣隊）
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瓦礫の中を突き進むTEC-FORCE隊（近畿地方整備局からの派遣隊員）
一刻も早い復旧への一歩となる調査を開始。
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■衛星電話

■各地から集結した災害対策車

■衛星通信車

災害対策機械



▲釜石市ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰの電源確保に向けた調査結
果を釜石市長へ報告（九州地方整備局リエゾン）

▲タンク撤去のために現地で調整する
国交省リエゾン（岩手河国）

リエゾン （災害対策現地情報連絡員）
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 発災当日より、４県（青森、岩手、宮城、福島）へリエゾン１０名を派遣。

 3/23までに、４県、３１市町村へ派遣。

 ピーク時（3/23）、リエゾン９６名の約６割が東北地整以外 。



「ヤミ屋のおやじ」の手紙 (3/22)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
0822講演資料(会場用）.ppt　Ｐ２４（110822 静岡県道路利用者会議）



国土交通省が伝える教訓
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本書とりまとめの意図

1. 東日本大震災を経験した者にしか
わからない「経験知」を関係者と共有

2. シナリオのない、最もシビアな決断を
迫られる最初の1週間を乗り切る指針

3. 地方整備局各クラスの「指揮官」が
心得ておくべき指針

東日本大震災の実体験に基づく災害初動期指揮心得
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１．初動体制の確立

２．必要な指示を体系的に出す

最初の１時間は、矢継ぎ早に指示を繰り出す時間帯

①情報収集（体制）

②情報収集（管理施設）

③防災ヘリコプターの活用

④情報発信の準備

⑤リエゾン派遣

⑥記録

『１時間以内』にとるべき行動 （第２章第１節）
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指揮官のジレンマ

・全ての情報の確定を待てば、初動の判断時期を失する

・情報が上がってこないことも貴重な情報

限られた情報、知識と経験を総動員でジレンマを克服

危機管理では、楽観的に準備して最悪を招いた例は数多い

 最初の1日とは、限られた情報で初動期の大方針を
決定する時間帯

 『早く、大きく構える』のが初動の定石

『１日間以内』にとるべき行動 （第３章第１節）
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 派遣者の選抜では、コミュニケーション

能力が高い職員を

 壊滅的被害の場合は、被害影響が

少ない遠隔事務所から派遣

 被災自治体からの要請が届かない

場合でも、早期派遣を

（図）市町村へのリエゾン派遣状況（3月17日現在）

（※派遣元→派遣先） 県庁リエゾンは除く

地域支援準備－リエゾン派遣準備（市町村） （第３章第３節）
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リエゾン派遣人数の推移
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大規模災害で、整備局は所管を超えた全体を背負う

・情報力と装備が充実

 「非常の時間帯」には、「非常時の覚悟」

・組織も覚悟の共有を

指揮命令系統の確立

○ 最初の1週間は、シナリオのない、最もシビアな決断

を求められる 「非常の時間帯」

『１週間以内にとるべき作戦行動』（第４章第１節）
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（写真）第8回緊急災害対策本部会議（3月12日） テレビ会議の模様

国土交通大臣とのテレビ会議
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後方支援は、作戦行動と並ぶ主要な活動

『前線から離れた後方において、作戦を支援する 組織的な業務の総称』

１．ロジスティックス

(1)通信確保

(2)職員・家族の支援

(3)資材・人員の輸送

(4)食糧確保

(5)燃料確保

２．情報発信

(1)記者発表・取材対応

(2)国内外からの視察

(3)インターネットの活用

『1週間以内にとるべき後方支援』 （第５章第１節）
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通信確保・燃料確保

・38事務所、97出張所、52無線中継所に、合計80万リットルの発電用燃料

職員・家族の支援

・職員に休養をとらせることを、初期段階から厳格に指導

資材・人員の輸送

・迅速に進出拠点へ

食料確保
・「食」は十分な量を確保。 対応が長期に及ぶ場合は「質」にも配慮

・幹部は、職員と同じ場所で同じものを、全員行き渡ったことを確認し、最後に食事

ロジスティックス（第５章第２節）
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【Website for(free)downloading of Amazon eBook】 Amazon電子書籍（無料）：配信URL

http://www.amazon.co.jp/dp/B00S8UXG9G （日本語版：Japanese）
http://www.amazon.co.jp/dp/B00S8UXFU6 （ 英語版：English ）

『 備えていたことしか、役には立たなかった。
備えていただけでは、十分ではなかった。 』

東日本大震災の実体験に基づく災害初動期指揮心得

備え、しかる後にこれを超越せよ

熟練した職員こそ、究極の「備え」

・ 関東大震災 ８７％ 焼死
・ 阪神淡路大震災 ８３％ 圧死
・ 東日本大震災 ９２％ 溺死



デジタル防災技術と運用について
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デジタル防災技術と運用について
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1. 優先的に運用開始すべきはどの領域か

現在の防災・減災対策は「総力戦」－３つの総力

① 手段
• ハード： 堤防、避難路、耐震補強、情報システムなど

• ソフト： 制度、協定、訓練、養成、伝承、情報など

② 主体
• 企業、大学、住民、メディア、国、自治体．．

③ 時間軸
• 平時、直前、発災時、直後、初動、復旧、復興



デジタル防災技術と運用について
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2. 情報の整理（優先度、重要度）
• どんな情報を取るか、どんな情報を取らないか

• どのレベルで優先度、重要度を判断するか

ex. ボランティア高校生の意見、水の優先度

3. どこまで情報システムで行うか
• 判断のために必須の情報はどこまでか

• 非常時にどこまで完璧を目指すのか、使えるか

ex. 防災カメラの整備についての議論

4. 誰に情報を伝え、誰が判断するか
• 広く住民に共有すべき情報

• 判断すべき者に伝えるべき情報

• 指揮命令系統の問題
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